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パレット・レター
マスクを着けられない人
への理解と配慮について

新型コロナウイルス感染症対策として、
日常生活の中でマスクを着用することが生活
様式の一つとなっていますが、発達障がい、
感覚過敏、皮膚の病気、呼吸器の疾患など、
様々な理由によりマスク着用が困難な方がお
られます。そのような方々がマスクを着用し
ていないという理由で、社会参加の機会を奪
われたり、周囲から厳しい視線を向けられた
り、心無い批判を受けることがあります。
マスクが着けられないということは、見た

目では分かりません。マスク着用が当たり前
となった今、マスクを着けていない方を見か
けたら、「何か事情があるのかもしれない」
と想像し、その特性や事情の理解に努めるな
ど、市⺠がお互いに思いやりの心を持って過
ごすことができる社会に向けて、市⺠の皆様
のご理解とご協力をお願いいたします。

わけがありますくﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄinしこちゅ〜
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4
月
2
日
～
8
日

発
達
障
害
啓
発
週
間

青で つたえよう私たちの想い。

国連の定めた世界自閉症啓発デー
※国連が定める啓発デーには、3月21日の「世界ダウン症の日」もあります。

毎年

４／２は

＃世界自閉症啓発デー

「青（ブルー）」は、癒しや希望などを表す色です。世界自閉症啓発デー日本実行委員会は、青（ブルー）を自閉症
や発達障がいを理解していただくためのシンボルカラーとして使用しています。

【
発
達
障
が
い
の
あ
る
人
の
特
徴
】

他
人
と
の
関
係
づ
く
り
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
が
と
て
も
苦
手
で
す
が
、

優
れ
た
能
力
が
発
揮
さ
れ
て
い
る
場
合
も

あ
り
、
周
り
か
ら
見
て
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な

様
子
が
理
解
さ
れ
に
く
い
障
が
い
で
す
。

発
達
障
が
い
の
あ
る
人
達
が
個
々
の
能
力

を
伸
ば
し
、
社
会
の
中
で
自
立
し
て
い
く

た
め
に
は
、
子
供
の
う
ち
か
ら
の
「
気
づ

き
」
と
「
適
切
な
サ
ポ
ー
ト
」
、
そ
し
て
、

発
達
障
が
い
に
対
す
る
私
た
ち
一
人
ひ
と

り
の
理
解
が
必
要
で
す
。

【
発
達
障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
配
慮
】

発
達
障
が
い
が
あ
る
と
い
っ
て
も
、
障

が
い
の
種
類
や
程
度
に
よ
っ
て
も
違
い
ま

す
し
、
年
齢
や
性
格
な
ど
に
よ
っ
て
も
、

一
人
ひ
と
り
現
れ
方
は
違
い
ま
す
。
生
活

の
中
で
困
難
な
こ
と
、
苦
手
な
こ
と
も
そ

れ
ぞ
れ
違
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
そ
の
特

徴
に
応
じ
て
配
慮
し
た
り
、
支
援
し
た
り

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
こ
こ
で
は
、

発
達
障
が
い
が
あ
る
人
に
対
し
て
配
慮
い

た
だ
き
た
い
基
本
的
な
ポ
イ
ン
ト
を
い
く

つ
か
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
配
慮
の
ポ
イ
ン
ト
】

◆
で
き
た
こ
と
を
ほ
め
る

◆
で
き
な
い
こ
と
を
叱
ら
な
い

◆
で
き
る
こ
と
を
み
つ
け
る

◆
視
覚
的
な
情
報
を
提
示
し
て
説
明
す
る

◆
説
明
や
提
示
は
短
い
文
で
、
順
を
追
っ
て

具
体
的
に

◆
安
心
で
き
る
環
境
を
整
え
る

◆
善
悪
や
ル
ー
ル
は
は
っ
き
り
と
教
え
る

◆
発
達
障
が
い
の
子
ど
も
（
人
）
を
温
か
く

見
守
る

【
参
考
】
政
府
広
報
オ
ン
ラ
イ
ン

【
発
達
障
が
い
と
は
】

発
達
障
が
い
に
は
、
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ

ム
症
、
注
意
欠
如
・
多
動
症(

A
D
H
D
)

、
学

習
症
（
学
習
障
害
）
、
チ
ッ
ク
症
、
吃
音

な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
生
ま

れ
つ
き
脳
の
働
き
方
に
違
い
が
あ
る
と
い

う
点
が
共
通
し
て
い
ま
す
。
同
じ
障
が
い

名
で
も
特
性
の
現
れ
方
が
違
っ
た
り
、
い

く
つ
か
の
発
達
障
が
い
を
併
せ
持
っ
た
り

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

【
参
考
】
厚
労
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

吃音サポーターになろう 発達マイノリティ

5名以上の団体様に対して、
Paletteの専門職員がお伺い
し出前講座を実施させていた
だきます。
お気軽にお問合せください！

〜出前講座のご案内〜

本市では、令和３年９月に「四国中央市障
がいのある人もない人も共に安心して暮ら
せる愛ある社会を目指す条例」が制定され
ました。
様々な障がいの理解に努めながら、社会に
暮らす一人ひとりが他人事になりがちな地
域社会づくりを、自分事と捉え、積極的に
参加し、障がいの有無にかかわらず、みん
なが共に暮らせる「共生社会」の実現を目
指しましょう。

共生社会の実現を目指して！
期間中ライトアップやSNSへ
の画像投稿など日本各地で
啓発イベントが行われます。
Paletteでも施設をブルーに
ライトアップし発達障がい
の理解に向けた啓発活動を
行います

第2期
四国中央市子ども若者未来応援計画

パレット・プラン
～尊重しあう共生社会をめざして～

詳しくは、ホームページをご覧ください。

完成しました！


